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SuperDARN 観測を用いた沿磁力線電流の時間空間スケ－ルの評価 

An assessment of temporal and spatial scales of field-aligned currents by SuperDARN 
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国際 SuperDARN レ－ダ－網による HF レ－ダ－観測から得られたプラズマ対流デ－タをもとに、今回、高度４０
０km の球面上で見られる沿磁力線電流（FACs）に関係する３つの物理的特性についての解析を行った。その特性
とは（1）単純な流速の速度シア－（大規模なFAC を表す）、（２）流速方向に変化する非線形の速度シア－強度（中
規模スケ－ルのFAC を表す）、（３）流速の速度シア－の時間変動（FAC の時間変化を表す）である。上記の解析を
地上の極地域の磁場変動、惑星間空間磁場変動の活動度に関係させて、十数イベントについて行った結果をもとに、
沿磁力線電流の発生メカニズムについて追求する。 
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